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天皇陛下のタヌキ論文を読む

　2016年のタヌキ界最大の話題のひ
とつは間違いなく天皇陛下による皇
居のタヌキの論文(“Long-term Trends 
in Food Habits of the Raccoon Dog, 
Nyctereutes viverrinus, in the Imperial 
Palace, Tokyo”、共同執筆)でしょ
う。陛下は魚類の研究者としても有
名ですがタヌキにも関心を持たれて
いるのです。 

難しい英語ではありません 

　天皇陛下のタヌキ論文は今回が初
めてではなく、2008年にも発表され
ています(「皇居におけるタヌキの食
性とその季節変動」、こちらも共同
執筆です)。両論文はネットで無料公
開されていますので誰でも読むこと
ができます。 
　今回の論文(以下、16年論文)は英
語で書かれているので敷居が高いな
あ、と思う方が多いでしょう。その
場合は前回の論文をお読みすること
をお勧めします。こちらは日本語で
すし、時期や規模は異なりますが研
究内容は同じようなものですので参
考になるでしょう。16年論文も難し

い数式や理論などが出てくるわけで
はありませんので、辞書があれば大
学生でも十分読めます。Google翻訳
などでもおおよその意味はわかるで
しょう。植物名(学名)は辞書には載っ
ていないと思いますので、ネット検
索で調べてみてください。 
　16年論文の概要は「5年間、タヌ
キのフンを毎週採取して、その内容
物(主に植物種子)を調べました」と
いうものです。タヌキは動物性のも
のとしては昆虫を、植物性のものと
しては果実を好んで食べます。果実
の種子は食べても消化されずにフン
の中にそのままの形で残ります。そ
れを調べれはタヌキが何を食べたの
かがわかるわけです。ちなみに昆虫
の場合は脚などの断片がフンに混じっ
ていますのでそこから種類を突き止
めることができます。 
　16年論文によると果実の種子の上
位はムクノキ、クサイチゴ、エノキ、
イヌビワ、イイギリ、タブノキ、ク
ワ属、サクラ属でした。タヌキは木
に登りませんので、地面に落ちた果
実を食べているようです。 

　さらに詳しい解説は別の場所で書
いていますのでそちらもぜお読みく
ださい(上記参照)。 

科学者としての天皇陛下 

　今年は天皇陛下ご自身のこともメ
ディアで大きく取り上げられました。
それぞれの人はそれぞれの視点から
天皇陛下についてのイメージをお持
ちと思います。私から見た天皇陛下
は「ひとりの純粋なサイエンティス
ト(科学者)」です。80歳を超えるご
高齢でも科学的好奇心・探求心をお
持ちになられているというのは素晴
らしく、そして驚くべきことでもあ
ります。陛下は本当にサイエンティ
ストなのだと私は納得するのです。
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。 
http://tokyotanuki.jp 

皇居のタヌキの食糧事情

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

論文のダウンロードページ 
●2016年の論文 (国立科学博物館) 
https://www.kahaku.go.jp/research/publication/
zoology/v42_3.html 
●2008年の論文 (CiNii) 
http://ci.nii.ac.jp/naid/110007185436 

・解説記事(宮本隊長執筆) 
http://ikimonotuusin.com/doc/594.htm 
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